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１．研究計画の概要 

（１）12世紀チベット人学匠シャン・タンサ

クパ作『中観明句論註釈』第1章の写本の解

読と校訂テキストの作成 

（２）（１）に基づく研究 

①『中観明句論』の著者でインド中観帰謬派

チャンドラキールティによるバーヴィヴェー

カの自立論証批判の再解釈 

②自立論証派と帰謬論証派の区分の根拠再

考 

③中観思想と論理学の関わりの再検討 

④12世紀チベットの思想状況の解明 

 

 

２．研究の進捗状況 

（１）現在までに、『中観明句論註釈』第 1
章の写本の解読作業はほぼ終了した。その前
半部分である1～24フォリオのテキストを校
正し、チベット語テキストとして出版する準
備を開始した。 

（２）この写本の解読と『中観明句論』の再
読により、下記の研究成果が上がっている。 

①チャンドラキールティによるバーヴィヴ
ェーカ自立論証批判を理解する上での争点
となっていた「自立」の意味について、シャ
ン・タンサクパの解釈を明らかにした。研究
者の間で意見が分かれているテキストの読
み方については、「自分の」とは「論者自身
の」という意味であり、最初に主張を行う対
論者のサーンクヤ学派を指し、中観派を指す
のではないと理解すべきであることを論じ
た。また、シャンが理解する「主張命題」と
は、仏教論理学派が定義する「主張命題」で
あり、中観派はそれを用いるべきではないと

シャンが考えることを明らかにした。 

②自立論証派と帰謬論証派の区分は 12 世紀
にはまだ確定されていなかったことを明ら
かにした。その区分が始まるときの最初の根
拠は、論証形式の違いにあることも確認でき
た。 
③帰謬論証派は論理学受容に消極的である
と従来評価されてきたが、彼らはむしろ同時
代の論理学的用法を認め、その手続きを踏ん
で自説の間接的証明を行っていたと考えら
れる。彼らが退けたのは、自らの中観学説の
存在論と抵触する部分のみである。このよう
な新しい知見をチャンドラキールティの『中
観明句論』について提示し、再考すべき問題
点を指摘した。 

 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

写本の解読作業はおおよそ予定通り完了し、
校訂テキストの作成も 3分の２は終了してい
る。それにもとづく研究も、課題としてあげ
た問題解明（１．研究計画の概要（２）①～
③）については達成した。 

 

４．今後の研究の推進方策 
（１）写本の校訂テキスト作成を継続し、期
間内の完成を目指す。 
（２）12 世紀チベットの思想状況について、
カダム派の歴史と思想を解明するというや
り方で明らかにする。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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